
経営計画（ステ－ジアッププラン）
を策定
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巻頭言巻頭言　

　4月に札幌市病院事業管理者に就任後、早いものでもう平成
24年が過ぎようとしております。院内職員はもとより地域の医
療機関の皆様にも支えられ、年の瀬を迎えられる喜びを感じて
いるところでございます。
　
　さて、今回の「かざぐるま」では今後3年間の中期経営計画で
ある「市立札幌病院ステ－ジアッププラン」を策定いたしました
のでその経緯などを紹介いたします。
　市立札幌病院は、長引く景気低迷や医療制度改革など医療
を取り巻く環境が依然として厳しい状況の中、地域医療の中核
を担う総合病院として、複雑かつ多様化する市民の医療ニーズ
に対応してまいりました。また、自治体病院の使命として、救急
や周産期などの政策医療も担っており、さらに本年度には精神
科救急措置を要する患者さんや身体合併症を持つ精神科患者
さんに対応する「精神医療センター」を本院に統合開設いたし
ました。
　ハ－ド面については、当院が桑園地区に移転新築して17年
が経過しており、施設・設備の老朽化への対応や、23年3月11
日の東日本大震災を踏まえた災害に強い病院を目指していく必
要があります。
　このような経営環境に的確に対応するため、医療の質及び患
者サ－ビスの向上や経営基盤の強化を図り、また、計画的な施
設整備を行いながら、国が示している2025年に向けた医療・介
護機能再編の方向性を踏まえた当院の将来像を描くという新た
なステ－ジを目指し、24年度から26年度までの中期経営計画
である「市立札幌病院ステ－ジアッププラン」を策定しました。

１　医療機関との機能分化・連携の推進
　地域の病院・診療所から紹介される患者さんの診療を中心と
し、当院での治療が一段落したら地域の医療機関へ逆紹介して
外来診療をスリム化し、重症かつ高度専門的な入院診療に重点
を置きます。（⇒地域医療支援病院）
２　政策医療の提供
　救命救急センターや総合周産期母子医療センターなどの指
定病院として、民間では提供困難な医療を提供します。
３　がん治療の質の確保・向上
　診療科の垣根を越えて集学的治療の提供、緩和ケア診療の
充実、外来化学療法の充実など、がん診療体制を積極的に強化
します。
４　高度で専門的な医療の提供
　経験豊かで高度な医療技術を持つスタッフと最先端の機器
により、安全で質の高い医療を提供します。また、チーム医療を
推進して、高度化複雑化する医療を適切、的確に提供します。
５　医療従事者の育成
　臨床研修病院として、研修内容の充実や組織的な研修体制
を構築し、優れた人材を育成します。

１　質の高い医療の提供
　(1) 紹介率、逆紹介率の向上
　(2) 周産期医療体制の充実
  　  ・マザーリング病床の設置⇒25年度
　(3) 外来化学療法室の拡充（７床⇒15床）
　(4) 専門性の高いチーム医療の推進
  　  ・栄養サポートチームの対象病棟拡大
  　  ・がん治療の早期段階からの緩和ケア受診の促進
  　  ・周術期等における包括的な口腔機能管理の実施
２　経営基盤の強化
　(1) ジェネリック医薬品への移行　
　(2) 医療情報部門の強化
３　計画的な施設、設備、高度医療機器の整備
  ・大規模改修手法の検討に併せて、医療制度改革等を踏まえ
　た新たな病院機能の充実や病床再編などの調査・検討⇒26
　年度まで
  ・受変電設備等の設置、非常用井戸の増設⇒26年度
４　患者サービスの向上
  ・患者満足度調査や待ち時間調査など、患者さんの意見・要望
　の把握・分析に基づく患者サービスの改善

〔患者さんの視点〕わかりやすく丁寧な説明を行い患者さんに
　信頼される医療を提供します。
〔業務プロセスの視点〕クリニカルパスの見直しなどを行ない、
　医療の質の向上と効率化を図ります。
〔人材育成の視点〕医療従事者の専門性を高めるため、研修機
　能の充実を図り、スキルアップを図ります。
〔財務の視点〕良質で高度な医療を将来にわたり安定的に提供
　できるよう、黒字経営を基本とします。
 　　 　　 

　以上のようなプラン目標のもと、今後３年間の取組をまとめた
ものがこの度の「ステ－ジアッププラン」です。
　私は経営責任を有する病院事業管理者として、リ－ダ－シッ
プを発揮し、職員が心を一つにして「連携」し、「信頼」関係を築
きながら、上記の４つの視点から病院運営を行い、このプランを
着実に実行してまいりたいと考えています。
　特に、地域医療機関との連携を深めるとともに、地域の医療
従事者の育成にも貢献したいと考えています。
　まず、プラン初年度となる本年度は、逆紹介率60％の達成、
新入院患者の増加を目指しますので、どうぞよろしくお願いい
たします。

札幌市病院事業管理者
病院長

富樫　正樹
とがし まさき

プランの目標（市立札幌病院の果たすべき役割）

【主な取組】

【病院運営の４つの視点】

【むすび】
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　入院患者さんの由来は、院外からの依頼が56％、院内
（リエゾン関連）が29％、当科外来が15％です。しかし、
残念ながら院外からの依頼に全て応じられている訳では
ありません。実は緊急入院の依頼総数は半年間で104件
ありましたが、うち実際に受諾でき当センターに入院とな
った方は51件ですから、およそ49％となります。厳密に
言うと、54％に受入を表明し、19％が保留、27％にお断
りをしていますが、途中キャンセルが生じて実際の受入率
が49％になったということです。お断りせざるを得ないケ
ースの大部分が病床（特に個室や保護室）の空き状況に
起因するため、いかに受諾率を上げられるかが今後の課
題です。このためには、現在の平均在院日数48.5日をも
う少し短縮する必要があります。外来・入院ともに、連携し
てくださっている医療機関との関係を密にし、相互の協
力体制をより強固なものにしていきたいと考えています。

　当院は、急性期の精神症状ならびに身体合併症の入院
治療を主体とする機関ですので、外来業務は最小限に絞
っています。今後も関係医療機関のさらなる御協力をお
願い申し上げる次第です。一方個人的には、アクティブで
疲れを知らない若い先生方から刺激を受けつつ、新たな
経験を積むことができることを大変幸せに感じておりま
す。救命救急センターを初めとする他診療科の医師・スタ
ッフの熱い協力のもと、市民に信頼されるセンターにして
いきたいと思います。

精神医療センター
副部長

高橋　義人
たかはし よしひと

精神医療センター開設
6ヶ月の現状
　本誌かざぐるま３月号でお知らせした通り、市立札幌病
院静療院の成人部閉鎖に伴い、平成24年4月に市立札
幌病院内に精神医療センターが開設されました。今回
は、開設後半年間の稼働状況につきお知らせ致します。
　あらためて当精神医療センターの概要について簡単に
ご説明致します。人員配置は常勤精神科医8名（うち精神
保健指定医4名、後期研修医2名）、看護師33名、精神
保健福祉士2名、臨床心理士非常勤1名で、病床は全38
床（うち合併症ユニット8床と保護室5床を含む個室22
床）、10対1看護体制の閉鎖病棟となっています。平成
25年度から、精神科救急合併症入院料の算定を目指し、
現在諸条件をクリアすべく努力しているところです。

　平成24年4月から9月までの半年間で、計125名の入
院患者さんを受け入れましたが、そのうち76名、61％が
身体合併症を有する患者さんでした。身体合併症の内訳
は、薬物中毒やせん妄を含む意識障害37％、外傷等によ
る手術目的11％、イレウスなどの急性腹症11％、悪性腫
瘍9％、糖尿病や内分泌疾患8％、膠原病5％、その他19
％でした（図）。また、全入院のうち25％が自殺企図によ
るものでした。

図　身体合併症を伴う入院患者の内訳
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前列右より：高橋副部長、安田部長、上村副医長
後列右より：白井医師、岩田医師、若槻医師、菊地医師、鹿野医師


